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第
一
〇
〇
回
歯

科
医
師
国
家
試
験

の
合
格
発
表
が
三

月
二
十
八
日
に
発

表
さ
れ
、
二
三
七

五
人
が
新
た
に
歯

科
医
師
に
な
っ
た
。

　

一
年
前
か
ら
歯

科
医
師
臨
床
研
修
が
必
修
化
さ

れ
、
良
医
の
育
成
が
期
待
さ
れ

る
臨
床
研
修
に
お
い
て
、
研
修

歯
科
医
は
何
を
学
ぶ
の
か
。

　

あ
る
週
刊
誌
の
総
力
特
集
、「
こ

れ
が
医
療
崩
壊
の
実
態
だ
。
五

人
に
一
人
は
年
間
所
得
三
〇
〇

万
円
、コ
ン
ビ
ニ
よ
り
多
い
。
歯
科

医
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
真
実
」と
い

う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

昨
今
の
歯
科
医
療
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
に
は
皆
が
危
機
感

を
募
ら
せ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
日
本
の

歯
科
医
療
は
、
保
険
医
療
制
度

に
大
き
く
依
存
し
て
お
り
、
そ

の
改
善
に
は
、立
法
府
、行
政
府

へ
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
我
々
の
職
域
代

表
を
国
会
に
送
り
出
し
声
を
上

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

医
療
費
抑
制
の
波
の
中
、
何
も

行
動
を
起
こ
さ
ず
に
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
て
も
私
た
ち
に
プ

ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
改
善
は
期

待
で
き
な
い
。
実
行
あ
る
の
み
。

　

今
、
我
々
一
人
一
人
に
何
が

で
き
る
の
か
、
少
し
で
も
明
る

い
希
望
の
も
て
る
歯
科
医
療
の

た
め
に
。
（
Ａ
）

パノラマ

H19.5.29

　

平
成
一
九
年
五
月
二
九
日（
火
）

午
後
六
時
三
○
分
よ
り
新
阪
急

ビ
ル
貸
会
議
室
に
於
い
て
社
団

法
人
大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
平

成
一
九
年
度
第
一
回
総
会
（
通

常
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

黒
川
会
長
が
仮
議
長
を
務
め

開
会
宣
言
、
点
呼
が
行
わ
れ
、

会
員
数
二
○
○
名
中
、
出
席
者

六
二
名
、
書
面
表
決
者
六
九
名
、

委
任
状
提
出
者
一
五
名
、
合
計

一
四
六
名
で
、
総
会
の
成
立
が

報
告
さ
れ
た
。

　

議
長
副
議
長
選
出
は
黒
川
仮

議
長
一
任
と
の
提
案
が
あ
り
、

多
田
議
長
、
矢
追
副
議
長
が
選

出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
に
七

班
水
沼
和
夫
先
生
、
八
班
橋
本

博
章
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

続
い
て
黒
川
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、現
在
の
歯
科
界
は
大
変

厳
し
い
情
勢
で
は
あ
る
が
、新
執

行
部
一
丸
と
な
っ
て
会
務
運
営
に

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
大
阪
府
歯
科
医
師

会
の
天
羽
隆
理
事
が
挨
拶
に
立

ち
、
会
務
運
営
に
於
け
る
北
区

歯
科
医
師
会
会
員
の
協
力
に
対

し
謝
辞
の
後
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン

ラ
イ
ン
化
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
問
題
な
ど
暗
い
話
題
の
多

い
中
、
な
ん
と
し
て
も
次
期
参

院
選
に
お
い
て
我
々
の
職
域
代

表
を
中
央
へ
押
し
上
げ
た
い
と

の
岡
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
夜
間

緊
急
歯
科
診
療
に
つ
い
て
は
五

月
三
一
日
で
丸
三
年
に
な
る
が

一
件
の
事
故
も
無
く
、
多
く
の

患
者
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
い
で
新
執
行
部
役
員
紹
介

が
行
わ
れ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
平
成
一
八

年
度
会
務
報
告
が
大
塚
専
務
理

事
よ
り
、
平
成
一
八
年
度
福
祉

共
済
制
度
報
告
が
野
口
常
務
理

事
よ
り
、
府
歯
代
議
員
会
報
告

が
石
崎
代
議
員
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

な
さ
れ
た
。
ま
た
途
中
、
大
塚

専
務
理
事
の
提
案
に
よ
り
物
故

者
及
び
物
故
者
家
族
へ
の
弔
慰

黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
新
入
会
員
、
班
長
の

紹
介
が
大
塚
専
務
理
事
よ
り
、

部
員
の
紹
介
が
各
部
担
当
理
事

よ
り
行
わ
れ
た
。
議
事
に
移
り
、

第
一
号
議
案
「
平
成
一
八
年
度

一
般
会
計
収
支
決
算
」
、
第
二

号
議
案
「
平
成
一
八
年
度
特
別

会
計
収
支
決
算
」
を
三
輪
理
事
、

野
口
常
務
理
事
が
上
程
し
、
槇

野
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
な

さ
れ
各
議
案
と
も
満
場
一
致
で

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
前
執
行
部
を
代
表
し
、

宮
崎
前
常
務
理
事
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。
最
後
に
中
谷
副

会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
の
後
、

閉
会
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
大
阪
府
歯
科
医
師
国

保
組
合
北
区
北
支
部
総
会
が
開

か
れ
、
清
光
支
部
長
に
よ
る
会

務
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
大
阪

府
歯
科
医
師
連
盟
北
区
北
支
部

総
会
が
開
か
れ
、
戎
支
部
長
が

挨
拶
に
立
ち
会
員
へ
の
謝
辞
を

述
べ
た
。そ
の
後
、水
沼
府
歯
連

盟
常
務
理
事
と
と
も
に
会
務
報

告
が
行
わ
れ
、七
月
の
参
議
院
選

挙
に
向
け
て
会
員
一
致
団
結
し
て

望
ん
で
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

平
成
十
九
年
度

　
　

第
一
回
総
会（
通
常
）



　

昨
年
打
ち
出
さ
れ
た
政
府
方

針
で
は
、
診
療
報
酬
請
求
全
面

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
目
標
時
期
は

平
成
二
十
三
年
四
月
で
四
年
後

に
迫
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
一
月
七
日

付
の
日
経
新
聞
に
は
「
政
府

は
全
面
導
入
一
年
前
倒
し
の

方
向
で
検
討
に
入
っ
た
」
と
、

更
に
早
い
時
期
が
報
じ
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
一
連
の
政
府
方
針
に
対

し
、
厚
労
省
保
険
局
総
務
課
の

唐
沢
課
長
他
三
名
が
昨
年
十
一

月
八
日
の
三
師
会
・
四
病
協
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
打
合
会
に
出
席

し
、
「
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
は
官
邸
主
導
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
厚
労
省
と
し
て

は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
整
備
、

条
件
の
整
備
等
、
現
場
の
医
療

機
関
と
よ
く
相
談
し
な
が
ら
進

め
た
い
。
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
は
無
理
矢
理
・
強
権
的
に
行

う
も
の
で
は
な
い
。
現
場
の
声

を
聞
き
な
が
ら
円
滑
に
進
め
て

い
き
た
い
。
」
と
、
我
々
医
療

現
場
に
と
っ
て
、
好
意
的
な
姿

勢
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
全
面
義
務
化
に
は
変
わ
り
な

い
。

　

国
税
申
告
に
関
し
て
も
Ｉ
Ｔ

改
革
が
進
み
、
ｅ
・
Ｔ
ａ
ｘ
（
国

税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
財

務
省
は
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

率
の
目
標
を
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
に
五
〇
％
以
上
と
し
て
い

て
、
全
面
義
務
化
を
目
指
し
て

い
な
い
。

　

ま
た
、
法
務
省
で
は
数
年

前
に
法
人
の
理
事
の
半
数
以

上
は
部
外
者
で
あ
る
こ
と
と

規
則
を
改
定
し
た
が
、
既
に

申
請
許
可
さ
れ
て
い
る
法
人

は
そ
の
限
り
で
は
な
い
と
既

得
権
を
認
め
て
い
る
。
レ
セ
プ

ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
は
特
に

多
額
の
設
備
投
資
が
必
要
と

な
る
た
め
、
全
面
義
務
化
の

際
も
、
こ
の
既
得
権
が
認
め

ら
れ
て
も
当
然
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
、
府
歯
の
岡
会
長
も
以

前
か
ら
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、

希
望
す
る
者
の
み
が
取
り
組
む

手
上
げ
方
式
が
妥
当
な
と
こ
ろ

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
日
歯
が
作

製
し
た
Ｃ
Ｄ
に
も
説
明
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
急
い
で
設
備
投

資
を
す
る
必
要
は
無
さ
そ
う
で

あ
る
。
じ
っ
く
り
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、
反
対
す
べ
き
時
は

一
致
団
結
し
、
声
を
大
に
し
て

叫
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

ほ　く　し （２）第１７８号

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
問
題

　
　
　

副
会
長　

高
麗　

誠
紀

論説

H19
5.29

医
療
保
険
講
習
会

ー
保
険
診
療
の
手
引
き
に
つ
い
て
ー

　

平
成
一
九
年
五
月
二
九
日（
火
）

新
阪
急
ビ
ル
十
二
階
貸
会
議
室

に
於
い
て
総
会
に
引
き
続
き
北

歯
主
催
の
医
療
保
険
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
府

歯
医
療
保
険
担
当
常
務
理
事
の

近
森
信
人
先
生
で
、
一
一
五
名

の
御
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
今

回
は
先
頃
発
行
さ
れ
た
『
保
険

診
療
の
手
引
二
〇
〇
六
版
』
の

解
説
に
重
点
を
置
い
て
進
め
て

行
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

四
月
の
大
幅
な
診
療
報
酬
改
定

は
点
数
の
み
な
ら
ず
、
制
度
の

改
定
も
大
幅
に
行
わ
れ
た
た
め
、

未
だ
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
り
、

特
に
複
雑
な
項
目
（
指
導
管
理
、

訪
問
診
療
、
う
蝕
処
置
・
咬
合

調
整
、
床
副
子
、
除
去
等
）
は

早
見
表
を
上
手
く
活
用
す
べ
き

と
の
事
で
し
た
。
さ
ら
に
近
い

将
来
問
題
と
な
る
「
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
Ｉ
Ｔ
化
」
に

つ
い
て
も
詳
細
に
御
説
明
下
さ

り
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
貴

重
な
御
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

　

現
状
を
十
分
に
理
解
し
た
上

で
問
題
点
を
提
起
す
る
こ
と
が

来
年
度
の
改
定
に
つ
な
が
る
事

と
思
わ
れ
ま
す
。
医
療
保
険
部

で
は
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
方

を
対
象
に
「
医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
奮
っ
て
の
御
参
加
を
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
医
療
保
険
部
）

H19
6.5

扇
町
小
学
校

　

「
歯
と
口
の
健
康
教
室
」

　

六
月
に
入
り
、
口
腔
衛
生
週

間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
健
診

や
歯
ブ
ラ
シ
指
導
等
が
大
阪

市
立
の
各
校
園
で
行
わ
れ
た
。

最
近
の
健
診
で
は
虫
歯
や
歯

肉
炎
、
Ｃ
Ｏ
や
Ｇ
Ｏ
の
有
無

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
と

し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
「
歯
科
保
健
に

関
す
る
習
慣
形
成
は
生
活
習
慣

の
全
て
に
及
ぶ
基
本
」
と
さ
れ

自
立
心
を
育
て
る
等
、
教
育
の

一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

　

扇
町
小
学
校
（
樋
口
春
彦
歯

科
校
医
）
で
は
平
成
十
九
年
六

月
五
日
（
火
）
、
六
年
生
を
対

象
に
「
歯
と
口
の
健
康
教
室
」

が
実
施
さ
れ
た
。
最
初
に
樋
口

校
医
の
挨
拶
、
つ
づ
い
て
市
教

委
か
ら
派
遣
さ
れ
た
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
歯
周
病
の
講
和

お
よ
び
歯
ブ
ラ
シ
指
導
が
行

わ
れ
た
。
講
和
の
内
容
は
二

枚
の
口
腔
内
写
真
を
提
示
し
、

歯
肉
の
色
・
形
な
ど
児
童
に

違
い
を
見
つ
け
さ
せ
、
ど
ち
ら

が
健
康
な
の
か
、
な
ぜ
違
い
が

で
き
る
の
か
等
を
問
い
か
け
な

が
ら
答
え
を
導
き
出
し
、
歯
周

病
を
理
解
さ
せ
て
い
く
と
い

う
も
の
。
児
童
た
ち
は
活
発

に
手
を
挙
げ
正
否
に
か
か
わ

ら
ず
い
ろ
ん
な
意
見
を
述
べ
て

い
た
。
彼
ら
が
最
も
驚
い
て
い

た
の
は
二
枚
の
写
真
が
同
一
人

物
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

　

歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
の

学
校
教
育
へ
の
参
加
は
児
童
に

と
っ
て
新
鮮
で
あ
り
、
知
的
好

奇
心
を
刺
激
し
学
習
を
豊
か
に

す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

（
樋
口
春
彦
記
）



ほ　く　し（３） 第１７８号

　

平
成
一
九
年
五
月
十
日
（
木
）

午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
北
区
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
第
五
六

回
全
大
阪
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
代
表
選
考
会
が
行
わ
れ
た
。

　

あ
い
に
く
の
強
風
と
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
北
区
北
か
ら
三
組

の
親
子
が
審
査
に
参
加
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
北
区
北
代
表
と
し
て

小
山
親
子
が
選
出
さ
れ
、
残
る

二
組
が
優
良
親
子
と
し
て
表
彰

さ
れ
中
谷
副
会
長
よ
り
記
念
品

と
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

（
地
域
医
療
部
・
木
下
記
）

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

H19
5.10

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
か
ら
の
お
誘
い

　

我
々
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
は
、

宝
塚
の
フ
ッ
ト
サ
ル
場
ｃ
ａ
ｂ
ｏ
に

お
い
て
、
だ
い
た
い
月
一
回
ペ

ー
ス
、
二
時
間
程
度
気
持
の
い

い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。
参

加
は
自
由
で
、
ご
都
合
が
合
え

ば
一
緒
に
プ
レ
ー
す
る
と
い
う

形
態
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
子
さ
ん
も
一
緒
に

プ
レ
ー
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
わ
れ

て
い
る
方
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ッ
ト

サ
ル
場
は
、
ド
ー
ム
内
の
人
工

芝
が
敷
か
れ
た
き
れ
い
な
コ
ー

ト
で
、参
加
費
も
一
人
一
〇
〇
〇

円
程
度
と
、
と
て
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ご
案
内

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
楽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

〇
六
ー
六
三
一
四
ー
一
四
四
五

（
芦
澤
ま
で
）

H19.6.19

班
長（
連
盟
幹
事
）・

　
　

役
員
合
同
懇
談
会

　

平
成
一
九
年
六
月
一
九
日（
火
）

午
後
七
時
よ
り
梅
田
玉
姫
殿
に

お
い
て
、
大
阪
府
歯
科
医
師
連

盟
北
区
北
支
部
と
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
の
共
催
に
よ
る
「
時

局
講
演
会
」
、
「
班
長
（
北
区

連
盟
幹
事
）
役
員
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

加
藤
大
阪
府
歯
科
医
師
連
盟

理
事
長
に
よ
る
、
後
期
高
齢
者

の
医
療
に
関
す
る
政
府
方
針
、

財
政
諮
問
会
議
の
動
向
、
点

数
改
定
に
向
け
て
の
中
医
協
の

と
厚
労
省
の
現
状
な
ど
、
財
政

改
革
に
お
け
る
社
会
保
障
費
見

直
し
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
多

く
の
情
報
と
解
説
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
我
々
歯
科
医

師
に
と
っ
て
、
七
月
の
参
議
院

選
挙
の
重
要
性
、
並
び
に
職
域

代
表
の
必
要
性
が
よ
く
理
解
さ

れ
た
。

　

続
い
て
の
懇
談
会
に
お
い

て
は
、
連
盟
役
員
、
班
長
、

北
区
歯
科
医
師
会
役
員
が
テ

ー
ブ
ル
を
囲
み
、
新
任
班
長

の
自
己
紹
介
や
、
幹
事
と
し

て
の
意
見
交
換
な
ど
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
活
発
な
議

論
も
交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
散
会
と
な
っ
た
が
活

発
な
意
見
交
換
は
そ
の
後
も
続

い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

（
総
務
・
佐
々
木
記
）



ほ　く　し （４）第１７８号

　

じ
わ
じ
わ
と
暑
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
回
号
よ
り
各
行
事
に
つ
い

て
は
、
担
当
部
の
先
生
方
に
原

稿
を
お
願
い
し
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ほ
く

し
充
実
を
図
る
た
め
広
報
部
一

同
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
更
な
る

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
春
季
コ
ン
ペ

H19
4.15

平成19年度　北歯ゴルフ同好会　春季ゴルフコンペ成績
RANK

優勝

準優勝

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

11位

12位

13位

14位

15位

16位

17位

18位

19位

20位

21位

ＢＢ

ＢＭ

47

43

43

46

45

43

48

47

60

46

55

54

55

51

59

64

58

63

65

60

60

60

74

42

45

47

44

43

42

46

50

51

56

61

65

56

50

55

52

66

59

73

57

80

59

82

89

88

90

90

88

85

94

97

111

102

116

119

111

101

114

116

124

122

138

117

140

119

156

14

11

13

13

10

5

13

12

25

14

28

29

20

9

22

24

30

25

36

14

36

12

36

75

77

77

77

78

80

81

85

86

88

88

90

91

92

92

92

94

97

102

103

104

107

120

11

  9

11＋1

NAME OUT IN GROSS HCP NET 次回HCP

木 村 哲 也

大 塚 俊 裕

西 川 　 亨

橋 本 　 收

松 井 重 文

吉 田 　 晧

田 中 康 隆

長 谷 川 泰 彦

黒 川 森 夫

三 宅 　 貴

三 浦 康 宏

大 塚 安 代

高 麗 誠 紀

矢 追 秀 純

加 納 晴 彦

橋 本 哲 志

水 沼 和 夫

石 田 　 豪

山 田 雅 也

中 村 積 方

水 沼 武 史

渡 辺 道 雄

橋 本 浩 一

………

………

………

………

………

………

大塚俊裕、長谷川、橋本收２、松井２

大塚俊裕、中村積方、渡辺、松井

黒川２

吉田

水沼武史

渡辺

ニ ア ピ ン

ド ラ コ ン

ド ラ チ ョ ン

ベ ス グ ロ

大 波

小 波

　

平
成
一
九
年
四
月
一
五
日（
日
）

北
歯
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
春
の
コ

ン
ペ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
矢
追

秀
純
先
生
の
お
世
話
で
、
西
宮

高
原
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
桜
満
開
の

中
で
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

二
十
三
名
の
ゴ
ル
フ
好
き
が
集

合
し
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
、
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス

に
三
組
ず
つ
分
か
れ
て
の
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
か

ら
少
し
で
も
参
加
の
し
や
す
い

活
性
化
し
た
同
好
会
を
目
指
し

て
、
ビ
ジ
タ
ー
参
加
者
で
も
二

回
目
か
ら
は
優
勝
権
利
が
あ
る

よ
う
に
し
、
ビ
ジ
タ
ー
会
費
を

六
〇
〇
〇
円
、
会
員
会
費
を
二

〇
〇
〇
円
に
し
、
年
会
費
を
一

二
〇
〇
〇
円
か
ら
一
〇
〇
〇
〇

円
に
減
額
し
た
制
度
に
改
革
し

た
初
め
て
の
コ
ン
ペ
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
名
門
ら
し
い
戦
略

性
に
富
ん
だ
難
コ
ー
ス
で
皆
が

ス
コ
ア
を
乱
す
中
、
前
回
か
ら

参
加
の
Ｈ
Ｙ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク
勤
務
医
の
ビ
ジ
タ
ー
の
木

村
先
生
の
初
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
準
優
勝
に
は
図
ら
ず

も
幹
事
の
大
塚
が
、
三
位
に
は

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
西
川
亨

先
生
が
入
賞
と
い
う
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
結
果
の
詳
細

は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
次
回
は
、
十
一
月
二
三

日
（
金
・
勤
労
感
謝
の
日
）
に

関
西
ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｇ
Ｃ
で
八
時

二
八
分
か
ら
六
組
を
押
さ
え
て

お
り
ま
す
。
同
好
会
会
員
の
皆

様
に
は
、
詳
細
は
開
催
日
が
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
ら
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ビ
ジ
タ
ー

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
の
で
一

人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
大
塚
俊
裕
記
）

2
班
・
川
里　

邦
夫

（
徳
島
大
・
昭
和
６３
年
卒
）

（
診
）
か
わ
さ
と
歯
科

　
　
　

曽
根
崎
新
地
一ー
四
ー
二
〇

　
　
　

桜
橋
Ｉ
Ｍ
ビ
ル
四
Ｆ

　

電　

六
三
四
四
ー
五
五
三
五

　

Ｆ　

六
三
四
四
ー
五
五
三
四

（
自
）
大
阪
市
中
央
区
東
平
一
ー

　
　
　

一
ー
五
三
ー
一
三
〇
一

　

電　

六
七
六
三
ー
五
六
六
三

　

Ｆ　

六
七
六
三
ー
五
六
六
三

12
班
・
岡
崎　

恭
宏

（
日
本
大
・
平
成
元
年
卒
）

（
診
）
岡
崎
歯
科
医
院

　
　
　

梅
田
三
ー
四
毎
日
イ
ン

　
　
　

テ
シ
オ
ビ
ル
四
Ｆ

（
自
）
名
古
屋
市
昭
和
区
山
手

　
　
　

通
三
ー
四
ー
一パ
ン
ベ
ー
ル

　
　
　

グ
ラ
ン
山
手
一
ー
一一
〇
一

　

電　

〇
五
二
ー
八
三
五
ー
二
一
八
三

　

Ｆ　

〇
五
二
ー
八
三
五
ー
二
一
八
三

（
趣
味
）
ゴ
ル
フ

15
班
・
榎
本　

明
史

（
大
阪
大
・
平
成
１１
年
卒
）

（
診
）
行
岡
病
院
歯
科
口
腔
外
科

　
　
　

浮
田
二
ー
二
ー
三

　

電　

六
三
七
一
ー
九
九
二
一

　

Ｆ　

六
三
七
一
ー
四
一
九
九

（
自
）
茨
木
市
彩
都
あ
さ
ざ
三

　
　
　

ー
一
八
ー
一
三

　

電　

〇
七
二
ー
六
六
三
ー
二
一
四
八

　

Ｆ　

〇
七
二
ー
六
六
三
ー
二
一
四
八

（
趣
味
）
テ
ニ
ス
、
ロ
ッ
ク
ク

　
　
　
　

ラ
イ
ミ
ン
グ

新
入
会
員

※：北歯コンペは、同ネットの場合の順位はハンディ上位、年齢上位、
女性上位の順で決定します。敬称略／順不同


